
令和８年度 第１回 高森町自治組織のあり方検討委員会 

 

 

令和８年５月 21日（木）午前 10時 

高森町中央公民館２階大会議室 

 

 

 

１．開会  （進行：総務課長） 

 

 

２．町長あいさつ 

 

 

３．委員委嘱について 

 

 

４．委員会の目的                         …資料 1 

 

 

５．正副委員長の選出 

 

 

６．協議事項 

 

 （１）これまでの経過の確認について               …資料２ 

 

 （２）各区の抱える課題や、自治組織のあり方の検討に関して（区より） 

 

 （３）今後の検討委員会のスケジュールについて          …資料２ 

 

 

７．その他 

 

 

８．閉会 
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自治組織あり方検討委員会　委員および出席職員構成

No. 所属 役職等 氏名 備考

1 山吹区 区長 中平　正博

2 山吹区 副区長 井澤　信介

3 吉田区 区長 細江　昭

4 吉田区 副区長 筒井　義正

5 下市田区 区長 光沢　金良

6 下市田区 副区長 壬生　直幸

7 上市田区 区長 松下　正

8 上市田区 副区長 下平　和志

9 牛牧区 区長 原　寿彦

10 牛牧区 副区長 松村　剛省

11 大島山区 区長 福田　幸志

12 大島山区 副区長 福田　昌夫

13 出原区 区長 宮下　昭

14 出原区 副区長 竹内　節男

15 山吹区 前区長 中平　雅之

16 吉田区 前区長 光沢　文登

17 下市田区 前区長 北沢　文治

18 牛牧区 前区長 島岡　賢治

19 大島山区 前区長 佐藤　清和

20 出原区 前区長 片桐　清隆

1 高森町 町長 壬生　照玄

2 高森町 副町長 藤田　柳治

3 高森町教育委員会 教育長 高野　正延

4 高森町公民館 公民館長 芦部　公一

5 高森町役場 会計管理者 中原　美幸

6 高森町役場 議会事務局長 野沢　稔

7 高森町役場 健康福祉課長 福島　直美

8 高森町役場 産業課長 宮下　誠

9 高森町役場 建設課長 多田井　素

10 高森町役場 環境水道課長 林　和彦

11 高森町教育委員会 教育委員会事務局長 清水　衆

12 高森町役場 総務課長 本島　憲

13 高森町役場 総務課課長代理 宮内　奈千代

14 高森町役場 総務課まちづくり振興係係長 髙田　光祐 事務局

15 高森町役場 総務課まちづくり振興係主任 山口　佐枝子 事務局

16 高森町役場 総務課まちづくり振興係主事 松下　純也 事務局

17 高森町役場 総務課まちづくり振興係主事 矢崎　七海 事務局
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高森町自治組織のあり方検討委員会設置要綱

（設置）
第１条　高森町内の自治の基盤を構成する自治組織が抱える、現在の課題の解決策と、未
来のあるべき姿を検討するため、高森町自治組織のあり方検討委員会（以下「委員会」
という。）を設置する。
（組織）
第２条　委員会は、30人以内とし、次に掲げる者のうちから町長が委嘱する。
(１)　自治組織の役員及びその経験者
(２)　前各号に掲げるもののほか、町長が必要と認める者
２　本委員会に委員長１人、副委員長１人を置く。
３　委員長及び副委員長は、委員の互選による。
４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。
（業務）
第３条　委員会は、次の業務を行う。
(１)　高森町の自治組織の未来のあるべき姿の検討
(２)　現在の自治組織活動の課題解決策の検討
(３)　前各号に関連して必要な事項
（会議）
第４条　委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集する。
２　委員会は、構成員の過半数の出席がなければ開くことができない。
３　委員会の議決方法は、出席した構成員の過半数の同意をもって決し、可否同数のとき
は、委員長がこれを決する。
４　委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の出席を求め、意見を聴くことがで
きる。
（謝礼等）
第５条　委員が会議に出席したときは、予算の範囲内で謝礼金を支払うものとする。
（庶務）
第６条　委員会の庶務は、総務課まちづくり振興係において処理する。
（補則）
第７条　この要綱に定めるもののほか、委員会に必要な事項は、町長が別に定める。

附　則
（施行期日）
１　この要綱は、令和８年５月１日から施行する。
（招集の特例）
２　第４条第１項の規定にかかわらず、最初に開催する委員会は、町長が招集する。
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令和７年３月 前区長会より、要望書

・より多くの者が自治会に加入する施策の実施に努力すること

・自治会加入者が自治会に入っていることでの不利益感をなくす努力をすること

令和７年９月 現区長会長より、行政と自治組織の両者での勉強会開催提案

・数年後に「私たちの区はこうしたい・こうなりたい」ビジョンを区民に示したい

・行政の情報、自治組織の状況を整理

（自治組織の定義、行政との関係、補助事業、全国の事例 等）

令和７年10月 「自治組織のあり方検討」スタート ※全区長、理事者、課長、総務課事務局

・自治組織の現状や課題、各区の違い、行政や公民館との関係等について意見交換

1. これまでの検討に係る経緯
※令和8年度予算公開検討会資料より抜粋

資料2
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令和７年度の「自治組織のあり方」を検討する中で決めたこと

① 令和８年度から「自治組織のあり方検討委員会（仮称）」を発足させ、本格的
に検討をスタートする

② 委員会の検討事項は「現在の課題の解決策の検討」と

「未来の姿の検討と方向付け」とする

③ 検討期間は、第７次振興総合計画の計画期間等を勘案し、
４年間（令和８年度～令和１１年度）とする

1. これまでの検討に係る経緯
※令和8年度予算公開検討会資料より抜粋
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① 加入者の減少について
・未加入者が感じるデメリットや、必要性を感じない原因
・加入者の負担感とそれによる退会
・高齢化による退会

② 区費の徴収について
・区ごと、地区ごとで金額等の違いがある
・区の財産の考え方

③ 町が自治組織に依頼する委員選出や事業等への負担
・加入・未加入による不公平感
・まちづくり懇談会など町が依頼する事業実施の負担
・自治組織に管理を依頼する事項（公共物管理など）に関する手間・負担

〇委員会での検討や先進事例の視察により、短期～長期での見直しや解消を目指す

2. 現状浮かんでいる課題（令和7年度の検討会から）
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3. 今後のスケジュールについて

令和8年5月21日（木）AM10：00～
中央公民館2階大会議室

第1回検討委員会（公開）
・目的・開催方針やスケジュールの確認
・各区の抱える課題、あり方の検討について

令和8年7月28日（火）AM10：00～
役場３階大会議室

第2回検討委員会 ・ワークショップの実施

令和8年9月18日（金）ＰM1：30～
中央公民館2階大会議室

第3回検討委員会
・ワークショップ結果の共有と、課題に対する関係課の改
善策やあるべき姿を提案
・視察スケジュール等の決定

令和8年11月5日（木）・6日（金） 第4回検討委員会 ・先進地視察（※１泊２日で調整）

令和9年1月26日（火）AM10：00～
中央公民館2階大会議室

第5回検討委員会
・視察記録の報告
・課題に対する関係課の改善策やあるべき姿の研究と令
和９年度に向けた改善事項の確認

令和9年3月１８日（木）ＰM1：30～
中央公民館2階大会議室

第6回検討委員会
・改善案の実行に向けて検討
・令和９年度の会議開催スケジュールの確認

令和8年度のスケジュール（案）

・検討の内容を住民の皆様にも知っていただくため、検討委員会はできる限り公開で開催し、
会議の内容はホームページで公開します。
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3. 今後のスケジュールについて

令和9年度以降のスケジュールと検討事項（予定）

令和9年度 ・開催頻度未定
・R8検討した改善案の状況確認
・将来担うべき事項とあるべき姿研究のためのワークショップ開催
※自治組織ごと、世代別など。まち懇活用
※自治組織が考えたあるべき姿も参考に、フラットな視点で検討
・ワークショップ結果を基に、あるべき姿の素案を作成

令和10年度 ・あるべき姿の素案の精査により、方向性を決定し、それを担う体制案を検討

令和11年度 ・あるべき姿、体制を決定し、提言書を作成
・あらたな地域づくり組織を検討・実行へ
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